
日
蓮
宗
の
博
来

日
蓮
の
西
国
布
教
願
望
と
日
像
の
活
躍

日
蓮
の
西
国
布
教
願
望
と
日
像
の
活
躍

弘
安

五
年

（
一
二
八
二
）
九
月
、
気
候

の
激
し
い
身
延
山

（山
梨
県
）

で
の
九
年

間
の
法
華
経
信
仰
で
、
健
康
を
害
し
た
日
蓮
は
、
身
延
山
を
下
り
常
陸
国
に
赴

こ
う

と
し
て
武
蔵
国
池
上

（東
京
都
大
田
区
）

で
旅
を
続
け
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
り
六

人

の
本
弟
子
を
定
め
て
後
事
を
託
し
た
。

当
時
、
日
蓮
の
教
線
は
鎌
倉
を
中
心
と
し
て
、
佐
渡

・
越
後

。
信
濃

・
遠
江
国
以
来

に
限
定
さ
れ
た
東
国
仏
教

で
あ

っ
た
。
同
年
十
月
十

一
日
、
日
蓮
は
入
滅
に
臨
み
十

三
才

の
経

一
麿

（
日
像
）

に
、
京
都
で
の
布
教
を
遺
言
し
、
同
所

で
二
日
後

に
寂
し

て
い
る
。

日
像

（
文
永
六
―
康
永
元
、　
〓

王
ハ
九
―

一
三
四
二
、
京
都

・
妙
顕
寺
開
山
）
は
、

永
仁
元
年

（
一
二
九
二
）

の
日
蓮
十
三
回
忌
を
期
し
て
京
都
開
教
を
決
意
し
、
日
蓮

の
旧
跡
を
歴
訪
し
、
身
延
山

に
登
り
日
蓮
の
祖
塔
を
拝
し
、
越
後
か
ら
佐
渡
と
北
陸

を
巡
り
、
永
仁

二
年
四
月
十
三
日
に
入
京
し
て
い
る
。

四
月

二
十
八
日
に
は
、
御
所

の
東
門
に
お
い
て
京
都
開
教
を
宣
言
し
、
四
個
格
言
を

唱
え
、
妙
法
を
説
く
、
日
像

の
辻
説
法
は
過
激
な
も
の
で
、
洛
中
に
お
い
て
折
伏
教

｛疋

市

化
を
し
て
教
線
を
拡
張
す
る
と
、
必
然
的
に
旧
仏
教
系

の
比
叡
山
並
び

に
諸
寺
等
の

他
宗

の
僧
に
憎
ま
れ
朝
廷
に
訴
え
ら
れ
た
。

徳
治

二
年

（
一
三
〇
七
）
五
月
、
朝
廷
は
訴
え
を
聞
き
入
れ
院
宣
に
よ
り
、
日
像
は

京
都
追
放
と
な
り
、
土
佐
国
幡
多
え
と
配
流
に
な
る
。

日
像
真
言
僧
を
相
手
に
三
昼
夜
法
論

配
流

の
途
中
西
国
え
の
街
道
筋
に
あ
た
る
、
京
都
府
乙
訓
郡
鶏
冠
井
庄
真
言
宗
真

言
寺

の
住
僧
実
賢
と
、
真
言
宗
極
楽
寺

（嘉
祥
年
門
、
藤
原
基
経
創
建
、
京
都
市
伏

見
区
深
草
宝
塔
寺
山
町
）

の
僧
良
桂

の
真
言
僧

二
人
を
相
手
に
三
昼
夜
法
論
し
、

二

人
は
破
れ
信
伏
改
宗
し
日
像

の
弟
子
と
な

っ
た
。

そ
の
後
、
真
言
寺
は
真
教
寺

（後
、
南
真
経
寺
）

・
極
楽
寺
は
宝
塔
寺
と
寺
名
を
改

め
、

ニ
ケ
寺
と
も
日
像
を
開
祖
と
し
、
実
賢
と
良
桂
は
二
祖
と
な
り
、
関
西
に
お
け

る
日
蓮
宗
弘
通
最
初

の
寺
と
な

っ
た
。

当
時
、
福
山
市
水
呑
町
の
真
言
宗
寺
院

の
僧
、
戒
善
院

日
行
の
師
は
、
真
経
寺
の

実
賢
で
あ

っ
た
。
実
賢
が
日
蓮
宗
に
転
じ
た
こ
と
で
、
日
行
も
師
実
賢
と
同
じ
日
蓮

′
lヽ

林
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宗
に
転
宗
す
る
こ
元
真
言
宗
寺
院
、
重
顕
寺

に
伝
え
ら
れ
た

「
諸
宗
問
答
集
」
の
裏

書
に
は
次

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

〔
応
長
元
年

二
月
、

「
諸
宗
間
答
集
』
の
裏
書

〕

、
諸
宗
間
答
集
、　
一
巻
、
実
賢

の
日
入
に
よ
り
、
拝
写
し
奉
る
も
の
な
り
。

、
外

に
、
日
像
聖
人
御
本
尊

一
幅
を
、
改
宗
の
褒
美
と
し
て
遣
わ
さ
る
と
こ
ろ

な
り
。
洛
西
乙
訓
郡
鶏
冠
井
村

の
実
賢
は
、
本
来
余

の
師
兄

た
る
な
り
。

像
師

（
日
像
）
彼
の
僧

（
実
賢
）

に
命
じ
て
、
法
華

の
深
義
を
示
す
、
余

（
日

行
）
信
伏
随
従
し
、
忽
が
密
宗

（真
言
宗
）
を
捨

て
ゝ

一
乗

（
日
蓮
宗
）

に
帰

す
、
舷
に
よ
り
件

の
重
宝
を
感
得
し
奉
る
も
の
な
り
。

時

に
、
応
長
元

（
一
三

一
一
）
仲
陽

（
二
月
）
良
日

戒
善
院

日
行

『
水
呑
町
史

・
重
顕
寺
文
書
』

ま
た
、
清
光
山
重
顕
寺
創
立
略
縁
起
は
、
「
応
長
元
年
二
月
五
日
、
戒
善
院
日
行

上
人
之
を
建

つ
、
往
古
は
真
言
宗
な
り
。

（以
下
略
）

」
と
記
し
て
い
る
。

日
像
は
帝
都
開
教
を
達
成
す
る
た
め
、
正
応
三
年

（
一
二
九
〇
）
四
月
、
法
華
経

二
十
八
巻
を
書
写
し
、
酷
寒
の
夜
、
由
井
ケ
浜
で
百
日
の
塩
垢
離
の
荒
行
を
終
え
、

正
応
五
年
に
は

『
秘
蔵
集
』
三
巻
を
著
し
て
い
る
。
こ
の

『
秘
蔵
集
』
の
写
と
推
定

さ
れ
る

『
秘
蔵
録
』
三
巻
が
南
真
経
寺
に
伝
え
ら
れ
て
い
て
、
重
顕
寺
の

『
諸
宗
間

答
集
』
も
南
真
経
寺
の

『
秘
蔵
録
」
の
写
し
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

日
像
の
後
継
者
妙
実

（
大
覚

）

妙
実

（号
、
大
覚
、
弘
安
七
年
生
カ
ー
貞
治
三
年
、
？

一
二
八
四
―

一
三
六
四
。

初
、
嵯
峨
大
覚
寺
真
言
宗
の
僧
。
後
、
京
都
妙
顕
寺
二
祖
）
は
従
来
、
正
和
三
年

（
一
三

一
三
）
五
月
三
日
、
十
七
才
の
時
、
侍
者
知
覚

・
正
覚

・
祐
存
の
三
人
と
、

童
子
五
人
と
共
に
、
真
言
宗
を
棄
て
ゝ
日
像
の
弟
子
に
な
っ
た
と
諸
史
料
に
記
さ
れ

て
い
る
が
、
日
像
は
正
和
二
年
よ
り
早
く
妙
実
を
弟
子
と
し
て
い
た
。

〔
延
慶
二
年
、
日
像
の
付
属
状

〕

（寺
院

。
僧
侶
の
譲
状
）

伝
授
之
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
妙
実
上
人

猶
不
能
轟
、
以
要
言
之
、
如
来

一
切
所
有
之
法
、

（中
略
）

今
此
三
界
、
皆
是
我
有
、
其
中
衆
生
、
悉
是
吾
子
、

例
如
今
、
佛
将
付
上
行
等
、
営
以
此
法
付
属
於
汝
、
働
為
末
代
。

延
慶
二
年

（
一
三
〇
九
）
己

酉
七
月
八
日
　
　
　
　
　
　
日
像
花
押

『
京
都
、
妙
顕
寺
文
書
』

妙
実
が
日
像
に
師
事
し
た
時
期
が
早
ま
る
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
三
備

（備
前

・
備

中

・
備
後
）
え
の
布
教
が
早
ま
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

正
和
三
年
説
が
判
読
誤
、
又
は
書
誤
り
で
あ
る
と
す
る
と
、
正
和
の
年
号
か
ら
誤
字

を
推
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
正
和
に
似
た
年
号
に
正
応
が
あ
り
、
和
と
応
の

字
を
く
ず
す
と
和
と
応
は
似
た
字
体
と
な
る
こ
と
か
ら
、
妙
実
が
日
像
の
弟
子
と
な

っ
た
時
期
は
、
正
和
で
な
く
て
正
応
二
年

（
一
三
〇
〇
）
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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妙
実
の
備
後
布
教

日
像
は
、
早
く
か
ら
妙
実
を
法
の
相
続
者
と
し
て
認
め
、
妙
実
は
日
像
の
期
待
に

応
え
て
備
前
で
は
多
大
の
成
果
を
挙
げ
、
次
い
で
備
中

・
備
後
に
教
線
を
伸
ば
し
た

よ
う
で
、
備
後
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
水
呑
、
妙
顕
寺
の

『
妙
顕
寺
由
緒
事
」
に
よ

る
と
、〔

貞
享
三
年

（
一
六
八
六
）
十
二
月
二
日
。
寺
院
の
開
創
と
寺
の
本
末
関
係
を

宗
門
奉
行
所
え
指
出
の
控
。　
〕

（文
章
の
途
中

一
部
分
）

大
覚
は
、
恒
に
廻
運
弘
経
の
志
を
温
て
、
大
い
に
宗
風
を
振
わ
ん
と
欲
し
、
元

享
。
正
中

（
一
三
二

一
―

一
三
二
五
）
の
頃
よ
り
西
邦
に
周
遊
し
、
当
郷
に
適

む
く
、
時
に
村
で
日
は
落
ち
で
防
れ
、
よ
っ
て
宿
を
三
原
一
乗

（鍛
治
法
華
一

乗
、
妙
性
）

の
宅

に
乞
う
。

『
水
呑
町
史

・
妙
顕
寺
文
書
』

江
戸
時
代
に
書
か
れ
た
も
の
で
十
分
な
信
用
は
お
か
れ
な
い
が
、
参
考
と
な
る
も
の

で
、
妙
実
は
鎌
倉
時
代
に
布
教

に
廻

っ
た
と
記
し
て
い
る
。

そ
の
後

の
法
華

一
乗

に
関
す
る
創
作
物
語
り
と
し
て
、
宝
暦
十
年

（
一
七
六
〇
）

の

『
備
後
太
平
記
」

「
鍛
治
法
華

一
乗
之
事

」
、
安
永

（
一
七
七
三
）

の
始
頃

の

『
備

陽
六
郡
志
」

「
分
郡
之

一
・
水
呑
村

」
、
続

い
て

「
西
備
名
区
」

「
巻

二
十
四
、
水

呑
村

・
草
戸
村

」
に
、
水
呑
と
草
戸
寺
を
混
同
し
、
面
白
く
尾
鰭
を

つ
け
た
法
華

一

乗
が
登
場
す
る
。

鎌
倉
に
お
け
る
宗
論

日
蓮
は
建
長
六
年

（
一
二
五
四
）
か
ら
、
鎌
倉
名
越
松
葉
谷
に
小
庵
を
建
て
法
華

堂
と
号
し
、
弘
長
元
年

（
一
二
六

一
）
迄
布
教
し
て
い
る
。

こ
の
法
華
堂
は
後
に
、
日
朗

・
日
印

。
日
静
と
伝
え
ら
れ
る
。

名
越
松
葉
谷
日
印

（文
永
元
年
―
嘉
歴
三
年
）
と
、
十
宗
一房
が
、
十
五
才
の
執
権
北

条
高
時
の
前
で
宗
論
を
し
て
い
る
。
記
録
は
日
印
の
弟
子
、
日
静

（永
仁
六
年
―
応

安
二
年
。
父
は
上
杉
頼
重
、
母
は
足
利
氏
で
尊
氏
の
叔
父
。
京
都
、
本
国
寺
開
山
）
が

記
し
て
い
る
。

〔
文
保
二
年
、

『鎌
倉
殿
中
間
答
記
録
』
〕

御
障
子
内
、
相
模
守
平
高
時
殿
、
長
崎
左
衛
門
入
道
殿
、
其
外
他
人
数
。

文
保

二

（
一
三

一
八
）
戊

午
十

二
月
二
十
日
、
長
崎

入
道
円
喜
息
所

に
お
い
て

間
答
の
こ
と
。

（文
章
途
中
の

一
部
分
）

彼

（
十
宗
一房
）
云
、
何
に
も
あ
れ
、
御
辺

（貴
殿
）

の
法
門

（
日
蓮
宗
）
は
、

鍛
治
番
匠
の
様
な
る
云
甲
斐
無
者
こ
そ
信
す
れ
、
甲
斐
々
々
敷
人
は
信
ぜ
ず
。

答

（
日
印
）

て
云
、
御
辺
の
法
門
は
鍛
冶
番
匠
は
仏
に
成
ら
ざ
る
と
云
う
や
。

『
改
定
史
籍
集
覧
』

日
蓮
宗
は
職
人
の
信
仰
と
攻
撃
す
る
と
、
鍛
冶
番
匠

の
何
が
悪

い
か
、
と
や
り
か

え
す
、
鎌
倉

で
日
蓮
集
を
受
け
入
れ
た
の
は
特
権
か
ら
離
れ
た
和
賀
江

・
由
比
ケ
浜

あ
た
り
の
鍛
冶
番
匠
だ

っ
た
こ
と
か
ら
、
備
後
に
巡
歴
し
て
来
た
妙
実
が
先
ず
鍛
冶
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と
関
係
を
持
と
う
と
し
た
こ
と
は
無
理
の
な
い
こ
と
で
あ
る
。

康
永
元
年
の
日
像

日
蓮
が
寂
し
た
の
が
、
弘
安
五
毒

¨
年

六
〓

一
八
二
）

で
康
永
元
年

（
一
三
四
三
）

も
同
じ
壬
午

の
甲
子

（
六
十
年

で

一
廻
り
）
の
年

に
あ
た
る
と
こ
ろ
か
ら
、
日
像
は
、

身
延
山
久
遠
寺

（
（
日
蓮
宗
総
本
山
）

に
登
り
、
日
蓮
の
塔
を
拝
し
、
鎌
倉
比
企
ケ

谷
の
妙
本
寺

（
日
朗
開
山
、
日
朗
寂
所
）
を
め
ぐ
り
、
武
蔵
池
上
本
門
寺

（
日
朗
開

山
、
日
蓮
宗
関
東
総
本
山
）
を
過
ぎ
、
故
郷

の
下
総
国
平
賀
に
帰

っ
て
、
父
母
の
墓

参
を
す
ま
せ
て
、
初
秋

に
は
京
都

に
帰

っ
て
い
る
が
、
七
十
四
才

の
日
像

に
は
無
理

な
長
旅
だ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

〔
康
永
元
年
、
日
像
の
遣
書

〕

妙
性

（法
華

一
乗
）
卜
、
妙
法
卜
、
妙
理
卜
、
香
吉
、
満
若
、
吉
若
、
此
六
人

ヲ
御
覧
ミ
ツ
イ
テ
タ

（
マ
脱
ヵ
）
ヒ
候

ハ
バ
、
命
土

（冥
土
）

マ
テ
モ
悦
思
奉

可
候
。
穴
賢
々
々

康
永
元
年
十
月
廿
六
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
像
花
押

僧
都
御
房

（妙
実
）

「
京
都
、
妙
顕
寺
文
書
』

死
を
予
期
し
た
日
像
は
妙
実
に
、
妙
性
等
の
行
末
を
依
頼
し
、
京
都
、
妙
顕
寺
で

同
年
十

一
月
十
三
日
に
寂
し
て
い
る
。

前
記
、

『
妙
顕
寺
由
緒
之
事
」
の
後
文

の

一
節
に
、

嘗

て
勇
み
鋭
し
て
、
海
陸
の
巨
危
を
凌
ぎ
、
悦
然
と
本
山
の
梵
宮

（京
都
、
妙

顕
寺
）

に
詣
で
て
、
礼
を
場
し
欽
蜜

に
し
て
、
像
薩
唾

（
日
像
菩
薩
）

の
座
下

に
寓
し
、
倍
化
行

に
遇
う
。

と
記
さ
れ
法
華

一
乗
妙
性
は
備
後
か
ら
、
危
険
な
道
に
堪
え
て
上
京
し
、
京
都
、
妙

顕
寺

（
元
享

二
年

の
頃
日
像
創
建
、
日
蓮
宗
四
大
本
山
）

に
詣

で
て
、
日
像
に
出
会

い
導
か
れ
た
と
記
し
、
京
都

・
水
呑

の
両
妙
顕
寺

の
記
録
は

一
致
す
る
。

延
文
元
年

（
一
二
五
六
）
四
月
、
水
呑

・
妙
顕
寺
は
妙
性

に
よ

っ
て
創
建
さ
れ
、
京

都
本
山
と
同
じ
寺
号
を
用

い
、
創
立
迄
の
諸
関
係
か
ら
系
嗣
を
日
像

・
妙
実

・
妙
性

と
し
て
い
る
。

諸
史
料
を
集
め
て
見
る
と
、
備
後
に
日
蓮
宗
を
弘
め
た
の
は
撻

に
日
像

・
妙
実
で
あ

る
が
、
備
後
守
護
の
長
井
氏
は
六
条
車
大
路
に
在
京
し
、
年
貢
請
し
て
い
た
沼
隈
郡

山
南
郷
に
は
浄
土
真
宗
光
照
寺

（中
国
地
方
弘
通
最
初

の
巨
刹
）
が
創
建
さ
れ
、
長

和
庄
地
頭
の
長
井
氏
も
在
京
し
て

一
族

で
四
条
鳥
丸
簿
屋
の
守
護
人
を
勤

め
て
い
る
。

こ
の
長
和
庄
東
方

に
日
蓮
宗
が
早
く
布
教
さ
れ
た
こ
と
は
、
鎌
倉
時
代
末
期
に
な
る

と
京
都
と
備
後
沿
岸
部
の
交
流
は
、
想
像
以
上
に
盛
ん
で
あ

つ
た
こ
と
を
物
語
る
よ

う
で
あ
る
。
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日
蓮
宗
系
統
略
図

日

蓮

日
朗

日
像

日
教

四
大
本
山

京
都
妙
顕
寺

鎌
倉
名
越
　
　
四
大
本
山

本
勝
寺
　
　
　
一示
都
本
国
寺

日
印
―
―
―
―
日
静

水
呑
妙
顕
寺

妙
（審

陣
ド

［
中
］
中

（
法
華

一
乗
）

京
都
宝
塔
寺
、
開
山
口
像
尊
御
会
式

良
桂
　
　
　
　
十

一
月
十
三
日

京
都
真
経
寺
、
日
像
菩
薩
開
山
式

実
賢
　
　
　
　
十

一
月
十
三
日

水
呑
重
顕
寺
、
日
像
師
講

日
行
　
　
　
　
十

一
月
十
三
日

総
本
山

久
遠
寺

関
東
総
本
山

池
上
本
門
寺

大
本
山
京
都
本
法
寺

日
親

1ヽ |,||■ ‐1'11,

,SIⅢ
'“

|"11■lt

晰
灘癬 澪

か

妙 顕 寺

:柳す
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